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	第１　目的
	この実施要領は、地域女性活躍推進交付金交付要綱（平成28年１月21日付け府共第30号内閣府事務次官通知。以下「交付要綱」という。）第３第１項の規定に基づき、都道府県及び市町村（特別区を含む。以下同じ。）が、地域の実情に応じて行う女性の活躍推進に資する取組を支援することにより、地域における関係団体の連携を促進し、地域における女性の活躍を迅速かつ重点的に推進することを目的とする。
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	１　女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成27年法律第64号。以下「女性活躍推進法」という。）第６条第１項の規定に基づく都道府県推進計画又は同条第２項の規定に基づく市町村推進計画の策定又は策定に先行して行う、推進計画に位置付けられ、又は位置付けられる見込みの事業であり、地域における関係団体・企業等が連携した上で行う、次に掲げる取組を実施するものとする。
	（１）域内における女性の活躍推進に関する施策についての計画の策定
	（２）（１）の計画に基づく女性の活躍推進に資する取組の実施
	（３）（１）及び（２）の実施による効果の検証及び今後の課題の整理
	２　都道府県又は市町村は、（１）から（３）までに掲げる全ての取組を本事業において実施するものとする。

